
整備効果事例 （令和２年８月完成）

一般国道４号 上堂交差点カラー舗装 岩手県盛岡市
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●整備前の問題点

• 国道4号と県道220号が交差する当該交差点では、平成17年度
に交通事故対策としてカラー舗装が設置された。

• 近年ではそのカラー舗装が劣化し、交差点内の進行方向が不明
瞭になる危険性が想定される。

●実施対策

かみどう

• 交差点内のカラー舗装
• 右折専用レーンのカラードットライン

●対策効果

●今後の方針：今後も継続的に効果評価（事故発生状況の確認）を行い、更なる事
故削減、安全性向上に向けた改善に努めていきます。

対策前後の事故発生状況
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対策前後の急挙動の変化
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交差点内のカラー舗装

• 対策前と比較し、対策後の事故
発生件数は減少！

▲ 対策前後の事故発生状況 ▲ 対策前後の急挙動の変化

• 上り線流入部：急ブレーキ発生率が減少！
⇒交差点付近における車両の急な車線変更などが減少

• 交差点周辺：急ハンドル発生率が減少！
⇒交差点内での車両の動きが整流化
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出典：ETC2.0プローブデータ（R1.1～R3.8）

急ブレーキ【上り線流入部】 急ハンドル【交差点周辺】

※ 前後加速度とは、アクセル操作（加速時）・ブレーキ操作（減速時）の
踏込みの強さ。0.3Gで助手席に置いたカバンが前に落ちる程度。

※ ヨー角速度8.5deg/sとは、毎秒8.5度の角度に
ハンドルを切る強さ。

上堂交差点カラー舗装
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【位置図】
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出典：地理院地図に対策箇所等を追記して掲載
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